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ニホンジカ採食と森林伐採がタニウツギ属2種の種間競争に及ぼす影響

山瀬敬太郎

Keitaro YAMASE 

Effect of sika deer (Cervus nippon) herbivory and deforestation on interspecific competition 

of Wei包reJaspecies 

要旨:山瀬敬太郎:ニホンジカ採食と森林伐採がタニウツギ属2種の種間競争に及ぼす影響.兵庫農林水産技総セ研報

(森林林業)58号:1......6， 2013 兵庫県中部の峰山~砥峰高原地域におけるニホンジカの高密度生息域において、兵庫

県レッドデータブック記載種 (RDB種)であるニシキウツギの保全方法を明らかにするために、ニホンジカの採食による

自然撹乱と伐採による人為撹乱が、競合種タニウツギとの種間競争に及ぼす影響を解析した。その結果、採食圧のない

条件下では、ニシキウツギの萌芽本数と萌芽伸長量がタニウツギのそれを上回った。一方、採食圧のある条件下では、

タニウツギの萌芽本数と萌芽伸長量が上回り、ニシキウツギの再生に不利な条件下にあり、採食圧を2年間受けた後にそ

の採食圧を排除しでも、ニシキウツギの再生には有利に働かなかった。今回の結果から、採食圧のある条件下でニシキ

ウツギを保全するためには、その採食圧を排除するだけでなく、競合種であるタニウツギの除去も必要であることが示

唆された。

キーワード:採食、種間競争、タニウツギ属、ニホンジカ、萌芽再生

I はじめに

ニシキウツギは、スイカズラ科タニウツギ属の落葉小

高木で、本州中部の太平洋型気候の山地にふつうに生育

し、北は宮城県南西部に及んでタニウツギと置き換わり、

西は中国山地東部・四国・九州の山地に点々と分布して

いる (1ノ。このニシキウツギは、兵庫県では、存続基

盤が脆弱な種 (cランク)として兵庫県のレッドデータ

ブック種 (RDB種) (2)に指定されており、その他の

都道府県でも、要注目種(宮城県)、地域個体群(新潟

県)、準絶滅危倶種(岡山県、鹿児島県)、絶滅危倶H類

(熊本県)として記載されている種である。

兵庫県中部の雪彦峰山県立自然公園内に位置する神

河町の峰山~砥峰高原地域は、ニシキウツギの生育地の

一つで、あり、同属のタニウツギと接して生育している。

これらタニウツギ属 2種の生育環境は類似しており、ニ

シキウツギは山地の崩壊地などに多く、タニウツギは大

木が生育できないような崩れた谷筋や伐採跡地に生育

しており (3人いずれも光資源が良好な林縁環境を好

んでいる。このことから、ニシキウツギとタニウツギの

2種は、種間競争の関係にあるものと考えられる。

ところで、この地域は 1965年以降にスギやヒノキの

植林がなされているが、近年の林業活動の低迷に伴い、

I 

植林後に必要な枝打ちゃ間伐等の管理作業は十分に行

われていない。かつてタニウツギ属 2種は、自然条件下

で発生する荒廃地と、薪炭利用や植林時に生じる伐採地

を生育地として利用していたと思われるが、これらの撹

乱が極端に減少していることから、タニウツギ属 2種の

生育に適した林縁環境は減少しているものと考えられ

る。

また、この地域は古くから兵庫県内におけるニホンジ

カの生息の中心地とされ、 1982年にはすでにヒノキ壮

齢林の樹皮摂食害が確認されており (4人ニホンジカ

の生息密度の高い状態が長期にわたって続いている (5，

6)。ニホンジカの個体数増加は、全国各地で農林業被

害を引き起こしている (7)だけでなく、森林の更新 (8人

植物群落 (9人希少植物の生育 (1α11人種多様性 (12)

やススキとシパの種間競争(13)にも影響を及ぼしてい

ることが報告されており、ニホンジカの採食が、タニウ

ツギ属 2種の種間競争にも影響を及ぼしている可能性

がある。

そこで本研究では、まず峰山~砥11条高原地域における

タニウツギ属 2種の種間競争の現状を分析した。次に、

ニホンジカの採食圧の有無によるタニウツギ属 2種の

萌芽再生の特性を比較し、さらに、一定期間ニホンジカ

の採食条件下に晒した後にその採食圧を排除し、萌芽お



よび実生由来による再生状況を解析した。以上の考察を

踏まえて、 RDB種であるニシキウツギの保全方法の検討

を行った。

E 調査地

調査地は、兵庫県神河町の峰山~砥峰高原地域に開設

された林道峰山太田池線沿いである(北緯 35度 7分、

東経 134度 41分)。平成 2年度(1990年)の林道開設

時に造成された盛り土面で、斜面下方はスギ植林地に接

する場所である。準裏日本気候区に位置しており、海抜

900m前後で、斜面方位は西向き、傾斜 20
0

で、母材は安

山岩、年平均気温は 9.7
0

C、年間降水量は 2，100mm、冬

期の積雪量は最大 100cm前後で、あり、調査地周辺はスギ

植林地のほか、クリーミズナラ群集が分布している。

調査地を含む5kmメッシュの出猟l人1日当たりのニホ

ンジカ目撃効率 (2008年)は2.0頭以上3.0頭未満であり

(6ノ、調査地およびその周辺では、ニホンジカの糞や

リョウブなどの樹皮剥ぎが多数確認されている。ニホン

ジカの目撃効率が2.0頭/人・日を超えると、森林の下層

植生の衰退は顕在化することが指摘されており βり、

本調査地においてもニホンジカの目撃効率が高いことか

ら、植生および植物個体群に与える影響が大きい地域で

あると考えられる。

E 調査方法

1 .自然条件下での生育状況

本調査地におけるニシキウツギとタニウツギの自然

条件下での生育状況を把握するために、これらタニウツ

ギ属 2種が優占する場所に 5X5rrfの試験区を 4区設定

し、 2003年 10月に試験区内に出現した樹高1.3m以上

の樹木種を対象に、その種名、樹高および胸高直径を測

定した。

2 種子重と発芽率

2005年 11月に、試験区内およびその周辺に生育する

ニシキウツギとタニウツギの種子を、異なる 10個体(計

20個体)から採取し、 100粒当たりの種子重を測定した。

また、兵庫県立農林水産技術総合センター森林林業技術

センター(兵庫県宍粟市山崎町、北緯 35度 20分、東経

134度 33分)のガラス室内で寒冷紗を用い、相対光量

子東密度 (RPPFD)を0.7%(以下、 1%区)、 4.8%(5% 

区)、 11.6% (12%区)、 29.2%(29%区)、 60.4%(60% 

区)の 5段階に調整した。毎日の潅水条件下で、種子

100粒当たり(10回反復)の発芽率を調査した。後述す

る既報のデータと比較するために、相対照度 (RI)を同

時に測定し、 RI= 1. 001 X RPPFD (r=O. 978) の関係式

を得た。なお、光量子東密度の測定は光量子計(藤原製

作所製 QMSS型)を、相対照度はデジタル照度計(ミノ

ルタ T-1H) を使用した。

3.ニホンジカ採食下での萌芽再生特性

5X5rrfの4試験区において、 2003年12月に、すべての植

物種を伐採した。次に、ニホンジカ採食の有無による萌

芽再生の特性を比較するために、 4試験区のうち2試験区

については、 2003年12月から2007年11月までの4年の問、

鹿排除柵(ステンレス入りポリエチレン製ネット、高さ

1. 8m、網目 150mm) を設置してニホンジカの採食圧を排

除した区(以下、全期排除区)とした。また、残りの2

試験区については、 2003年12月から2006年4月までの2年5

カ月の聞はニホンジカの採食を受ける条件に晒した区

(採食区)とし、 2006年4月30日に鹿排除柵を設置した後、

2007年11月までのl年7カ月の聞はニホンジカの採食圧を

排除した区(後期排除区)とした。各試験区に位置する

ニ、ンキウツギとタニウツギの伐採個体ごとに、 2004年か

ら2007年までの毎年11月に萌芽本数および萌芽伸長量を

測定した。また、後期排除区において、 2006年から2007

年までの毎年7月 ~11月に実生個体数および樹高成長量

を測定した。さらに、タニウツギ属2種の樹齢を把握する

ために、伐採直後の2003年12月にすべての伐根の年輸を

数えた。

N 結果

1 .自然条件下での個体サイズと樹齢分布

林道開設から 13年経過後に成立していたタニウツギ

属 2種の優占林分で毎木調査(樹高1.3m以上)を行っ

た結果、ニシキウツギの立木密度は 29個体/100rrf， 

平均樹高は 3.5m、平均胸高直径は 2.6cm、タニウツギ

は41個体/100rrf、2.7m、1.7 cm、スギやカナクギノ

キ、クロモジ、ノリウツギ、タラノキ、エゴノキのその

他樹種は 43個体/100rrf、3.5m、2.7cmで、あった(図

1)。立木密度は、タニウツギの方がニシキウツギより

も多かったものの、樹高と胸高直径は、ニシキウツギが

タニウツギよりも有意に大きかった (studentのt検定、

ともに P<O.Ol)。樹齢分布(毎木調査の対象(樹高

1. 3m以上)とならなかった 4個体(し、ずれもタニウツ

ギ)を含む)は、ニシキウツギの最多樹齢が 8年、最低

樹齢 5年、最高樹齢 12年であったのに対し、タニウツ

ギの最多樹齢は 6年、最低樹齢 l年、最高樹齢 10年で、

ニシキウツギがタニウツギよりも高齢の傾向がみられ

ワム
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図3 タニウツギ属 2種の種子重

×印は平均値、太線は中央値、箱は 25-75%点、ひ

げの両端は箱の長さの1.5倍以内にある最小(大)値

を示す。以下同様。

(*料 P<O. 001、Studentのt検定)
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2 種子重と発芽特性

種子重(1粒当たり)は、ニシキウツギが O.135 mg、

タニウツギが 0.159mgで、あり、ニシキウツギの種子が有

意に軽量で、あった (studentのt検定、 P<O.ool) (図

3)。

また、ニシキウツギ、タニウツギとも、 RPPFDが高い

場合には発芽率は低く、 RPPFDが低い場合には発芽率は

高かった。また、 RPPFDが 1%の場合Iこ、ニシキウツギ

の発芽率がタニウツギよりも有意に低かった (student

の t検定、 P<0.05) (図的。

(図 2)。た
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図5 シ力採食圧を排除した条件下での萌芽本数の変化

(*料:P<0.001、**: P<0.01、Studentのt検定)
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3.ニホンジ力探食の有無による萌芽再生特性の比較

全期排除区の萌芽本数 (1個体あたり)は、伐採 l年

後 (2004年 11月)でニシキウツギの平均が 21.8本、

タニウツギが 10.1本、 2年後 (2005年 11月)で 10.8 

本、 4.6本、 3年後 (2006年 11月)で 8.1本、 3.2本、

4年後 (2007年 11月)で 5.6本、 2.3本であり(図 5)、
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ひげより外側の値は外れ値を示す。以下同様。

(*料 P<0.001、*: P<0.05、Mann-Whitneyの U検
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いずれの調査時期とも、ニシキウツギがタニウツギより

も有意に多かった (studentのt検定、 P<O.OOlある

いはP<O.o1)。萌芽伸長量も、伐採 1年後 (2004年

11月)でニシキウツギの平均が 84.3cm、タニウツギが

55.0 cm、2年後 (2005年 11月)で 150.0cm、113.7cm、

3年後 (2006年 11月)で 186.6cm、142.1cm，4年後 (2007

年 11月)で 224.5cm、168.3cmであり(図的、いずれ

の調査時期とも、ニシキウツギがタニウツギよりも有意

に大きかった (studentの t検定、 P<O.OOlあるいは

。
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。
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P<O.Ol)。

一方、採食区では、萌芽本数は、いずれの調査時期

(2004年 11月と 2005年 11月)ともタニウツギがニ、ン

キウツギよりも有意に多かった (Mann-WhitneyのU検

定、 P<O.OOlあるいはP<0.05) (図7)。萌芽伸長

量も、伐採 2年後 (2005年 11月)でタニウツギがニシ

キウツギよりも有意に大きかった (Mann-WhitneyのU

検定、 P<0.05) (図 8)。
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図8 鹿排除柵設置前後の萌芽伸長量の変化(*料

P<0.001、Mann-WhitneyのU検定)
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4.採食圧排除後の萌芽および実生による再生特性

後期排除区における排除 1年 7カ月後 (2007年 11月)

の萌芽本数は、ニシキウツギとタニウツギの問で有意の

差はみられず (Mann-Whitn巴yのU検定、 P=0.56) (図

7)、萌芽伸長量も、両種の間で有意の差はみられなか

った (Mann-WhitneyのU検定、 P=0.23) (図 8)。

また、全期排除区での実生再生の特性をみると、排除

2年後以降 (2005年 11月から 2007年 11月)の実生個

体数は、ニ、ンキウツギがタニウツギよりも有意に多かっ

たが (studentのt検定、 P<0.05) (図 9)、実生の

樹高成長量は、ニシキウツギとタニウツギの聞で有意の

差はみられなかった (studentのt検定、 P=O.16) (図

10)。
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図9 シカ採食圧を排除した条件下での実生個体数

の変化(* 尺0.05、Mann-WhitneyのU検定)
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変化(*料:P<0.001、林尺0.01、Studentの t検定)
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図10 シ力探食圧を排除した条件下での実生の樹

高成長量の変化 (n.s :丹0.05、Studentのt検定)

v 考察

1 自然条件下でのタニウツギ属 2種の種間競争

タニウツギ属 2種の個体サイズ(樹高、胸高直径)は、

ニシキウツギの方がタニウツギよりも大きかった(図

1)。樹齢分布も、ニシキウツギがタニウツギよりも大

きく、ニシキウツギの最高樹齢は 12年であり(図 2)、

林道開設後の経過年数 (13年)ともほぼ一致していた。

ニシキウツギの樹齢が大きかったのは、この種子がタニ

ウツギよりも有意に軽いことから(図 3)、新たに創出

された発芽に好適な場所(セーフサイト)に、風散布に

よって素早く到達することができ、ニシキウツギの発芽

と定着により有利に働いたためと考えられる。

一方、立木密度は、タニウツギの方がニシキウツギよ

りも高かった。新たなセーフサイトに多くの植物が定着

し成長してくると、林冠は閉鎖し森林内の林床は暗くな

る。林冠が閉鎖した林床近くの相対照度は 2~3% (15) 

であり、林内の光環境が低下した条件下では、タニウツ

ギの発芽率がニシキウツギよりも有意に高い現象(RPPFD

=1%、図 4)がみられた。これらのことから、林床の

光環境が低下した条件下でも、タニウツギは発芽に有利

であるため、その個体数を増加させたものと考えられる。

以前であれば、これら 2種は、森林伐採や林道開設など

の人為撹乱によって創出された林縁環境を、生育に好適

な場所として利用していたのであろう。しかし、近年は、

林業活動の低迷によってこうした人為撹乱は減少してお

り、林床の光環境が低下した条件下では、ニシキウツギ

よりもタニウツギの実生の発芽と定着に有利に働くよ

うになっているものと推察される。
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2.ニホンジカの採食がタ二ウツギ属 2種の種間競争に

及ぼす影響

ニホンジカの採食圧を排除した条件下において、伐採

後の萌芽再生の特性は、ニシキウツギがタニウツギより

も伐採後の萌芽本数が多く(図 5)、萌芽伸長量も大き

かった(図的。このことは、ニホンジカの採食圧がな

い条件下で、地上部のみを損失するといった適度な撹乱

が起こると、萌芽による再生が促進され、特にニシキウ

ツギの萌芽再生に有利に働くことを示している。

しかし、ニホンジカの採食圧がある条件下において、

伐採後の萌芽再生の特性は、タニウツギがニシキウツギ

よりも伐採後の萌芽本数が多く(図 7)、萌芽伸長量も

大きく(図 8) 、ニホンジカの採食圧の有無によって、

ニシキウツギとタニウツギの地上部の補償生長は、その

優劣が逆転する結果となった。以上の結果は、ニホンジ

カの採食圧がある条件下では、適度な撹乱が起こったと

しても、ニシキウツギの萌芽再生には有利に働かず、タ

ニウツギの萌芽再生に有利に働く可能性が高いことを

示している。

3.ニホンジカ採食圧の排除に伴う種間競争の変化

伐採後 2年間はニホンジカの採食圧を受ける条件に

晒し、その後に採食圧を排除した条件下での萌芽再生の

特性は、萌芽本数(図 7)および萌芽伸長量(図 8) と

も、ニ、ンキウツギとタニウツギで差はみられなかった。

また、採食圧を排除した条件下での実生発芽の特性は、

周辺にはタニウツギ母樹の方が多かったものの、実生個

体数はニシキウツギがタニウツギよりも多かった(図

9)。一方、樹高成長量に差はみられなかった(図 10)。

鹿排除柵の設置が遅れると長期間にわたってニホンジ

カの採食圧を受け、回復しにくい植物種があることが指

摘されている(16)。今回の結果から、ニホンジカの採

食圧を一定期間受けたニシキウツギは、その後に採食圧

を排除したとしても、タニウツギと比較して萌芽再生力

が高くなる傾向はみられなかった。また、これらタニウ

ツギ属 2種の種子がほぼ同時に発芽、定着した場合には、

その樹高成長量がほぼ等しいことから、伐採直後から採

食圧を排除した場合と比較して、ニ、ンキウツギには有利

に働かないことがわかった。

4.峰山~砥峰高原地域における RDB種ニシキウツギの

保全方法

|峰山~砥峰高原地域において、タニウツギ属 2種の種

間競争の優劣は、近年のニホンジカ採食圧の増加と、新

たなセーフサイトの創出や萌芽再生を促進する適度な

撹乱の減少によって、 RDB種であるニシキウツギの生育



にとっては、必ずしも有利に働いていないことが明らか

となった。今回の調査結果から、ニシキウツギが生き残

るための戦略は、①いち早く新たなセーフサイトに到達

し、実生更新する、②伐採などの人為撹乱にいち早く反

応し、萌芽再生する、ことであると結論づけた。これら

のことから、兵庫県の RDB種であるニシキウツギを峰山

~砥峰高原地域で保全するためには、ニホンジカの採食

圧を排除した条件下で、新たなセーフサイトを創出し、

また，適度に地上部の伐採を行う必要がある。さらに、

すでにタニウツギと競合している生育地においては、タ

ニウツギの選択的刈り取りによる管理が必要と考えら

れる。

ところで、大台ヶ原の研究では、ニホンジカを排除し

でも予測どおりに植生が回復しなかった事例が報告され

ている οη 。ここで取り上げたタニウツギ属2種の種間

競争についても、採食圧の評価やタニウツギ属2種以外の

植物の個体群動態など不確実な要因を伴っており、今回

提案した管理効果の正確な予測は困難である。そこで、

管理後のモニタリングを継続しながら定期的に評価を行

い、当初の手法を修正してし、く順応的管理が必要であろ

フ。
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